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図 1の下段に示されているのがセルオー トマ トン系の平均活動度である｡ セルオートマ トン
系のパターンダイナミックスを平均活動度 というスカラー量で調べ,そのア トラクタを描いた
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21.可 逆 な -ヒ ノレ ー オ - ト マ ト ニノ と 統 言十 力 学
東大教養 武夫真二
前年 に引 き続 いて､ 可逆 なセル ･オー トマ トンを用 いた統 計力学 の基礎の研東
につ いて､ 新 しい結果 を報告 した｡
可逆 なセル ･オー トマ トンは､ その状態 の離散性の ため に､ 自動的に リウヴ ィ
ル の定理 を満 たす｡ また､ ある場合 には､ エ ネル ギーと みなす ことが出来 るよう
な保存 量 (加法 的保存量 ) を持 つ ことが分 か って い る｡ 従 ってその場 合､ 形式的●
に統計力学 の議論 を展 開す ることがで き､ 統計性 の動力学 的根拠 (エルゴ- ド問
題 ) とい う､ 古興的で はあ るが未解決 の問 いを発す ることが可能 にな る｡ しかも
セル ･オー トマ トンの特性 によ り､ しらみつぶ しと数 え上 げの手法 に よって､ あ
る程度一般的な クラスの モデル たち を分類 す ることが出来 る｡ そ して この分頬は､
一般論の構築 に対 して大 きな手 がか りとな るで あ ろう｡ また､ 実数概念 が登場 し
な いので､ シ ミュ レー シ ョンを行 うに して も正確な シ ミュ レー シ ョンが可能であ
り､ 少 な くとも シ ミュ レー シ ョンその ものに誤差 がは い りこむ心配 はない｡ (ち
ち ろん統計誤差 は存在 す る｡ )
以上 の ような考察 に基 づ き､ 簡単な モデルの放 く Elemental･yReversib一e
CeHularAutomata略 して ERCAと呼ぶ ) を用 いて､ これ らがどうい う熱力学的
振舞 いを示すか に ついて分規 を行 った｡ ERCAは､ 次式 で定義 され る｡
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